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高速増殖原型炉｢もんじゅ｣のナトリウム漏えい事故の概要

原子力・エネルギー図面集
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○事故の主な経緯
　1995年12月8日、旧動燃（現在の日本原子力研究開発機構）
の高速増殖原型炉「もんじゅ」で試運転中に、原子炉出力の上昇
操作をしていたところ、ナトリウム漏えい事故が発生した。調査の
結果、配管に設置してあったナトリウム温度計から漏えいし、空気
中の酸素と反応してナトリウム火災を起こしたことが分かった。

○事故の影響
　2次主冷却系の事故であり、周辺公衆および従事者への放
射性物質による影響はなかった。
　また、原子炉は安全に停止し、炉心への影響もなかった。
　しかし、現実にナトリウム漏えいが生じ、ナトリウム火災の影
響を拡大させ、また、旧動燃の情報公開等に問題があったこと
も明らかとなり、地元の住民をはじめ多くの国民に不安感およ
び不信感を与える結果となった。
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